
酒蔵は文化拠点観光で地域おこし
企業の投資後押し優遇制度や誘致セミ

　地方経済の浮揚には官民が手を組
んだ施策は欠かせない。群馬特有の
技術や観光資源を生かした、地域振
興の取り組みが盛んになっている。

根本製作所は自社ブランドとして
展示用ターンテーブルを拡販する

医
療
産
業
を
柱
に
機
器
開
発
か
ら
販
売
ま
で

県
央
　

がん治療の産業集積を目指す群馬県

　
群
馬
県
は
群
馬
大
学

前

橋
市

の
重
粒
子
線
治
療
技

術
を
中
心
に
先
進
医
療
産
業

の
集
積
を
目
指
す
。
２
月
に

い
っ
た
ん
は
国
際
戦
略
総
合

特
区
の
指
定
が
見
送
ら
れ
た

が
、
県
内
企
業
の
参
入
の
機

会
を
増
や
せ
る
よ
う
内
容
を

改
善
。
９
月
に
併
願
し
て
い

た
地
域
活
性
化
総
合
特
区
と

し
て
が
ん
地
域
特
区
の
指
定

を
受
け
た
。
こ
れ
を
受
け

て
、
地
元
の
中
小
企
業
が
医

療
分
野
で
の
業
容
拡
大
や
新

規
参
入
を
狙
う
動
き
が
本
格

的
に
始
ま
っ
た
。

　
県
内
の
中
小
企
業
の
経
営

者
ら

人
が
出
資
し
て
医
療

機
器
開
発
の
新
会
社
「
ク
ォ

ン
タ
ム
・
メ
デ
ィ
カ
ル
・
ド

ラ
イ
バ
ー
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ

ョ
ン

Ｑ
Ｍ
Ｄ

」
を
設
立

し
た
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
断

層
撮
影
装
置

Ｃ
Ｔ

や
エ

ッ
ク
ス
線
治
療
装
置
を
開
発

し
、
県
内
企
業
で
部
品
製
造

な
ど
を
担
う
。
資
本
金
は
９

５
０
万
円
で
参
加
者
の
業
種

は
金
属
加
工
や
自
動
車
部
品

な
ど
幅
広
い
。
群
馬
大
や
大

手
企
業
の
助
言
を
受
け
て
、

機
器
の
開
発
か
ら
販
売
ま
で

の
普
及
を
目
指
す
。
出
資
者

の
一
人
で
蔵
前
産
業

同

の
橋
本
勝
会
長
は
「
群
馬
発

の
医
療
機
器
を
世
界
中
に
売

れ
る
チ
ャ
ン
ス
。
新
産
業
を

お
こ
し
た
い
」
と
大
き
な
期

待
を
寄
せ
る
。

　
先
端
医
療
機
器
の
製
造
に

は
ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど
ハ
ー
ド
ル

は
高
い
が
、
大
学
や
大
手
メ

ー
カ
ー
が
協
力
す
る
こ
と
で

機
器
製
造
に
弾
み
を
つ
け

る
。
県
で
も
特
区
に
参
画
す

る
東
芝
や
三
菱
電
機
な
ど
の

重
粒
子
線
装
置
を
つ
く
る
大

手
メ
ー
カ
ー
と
県
内
中
小
企

業
の
部
品
製
造
に
向
け
た
マ

ッ
チ
ン
グ
の
機
会
を
提
供
す

る
。

永
井
酒
造
は
川
場
村
で
酒
蔵
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
広
が
り
に
期
待
す
る

県
西
部

県
東
部

県
北
部

三セクで陸の港技術生かし新商品
　
太
田
市
な
ど
が
出
資
す
る

第
三
セ
ク
タ
ー
、
太
田
国
際

貨
物
タ
ー
ミ
ナ
ル

Ｏ
Ｉ
Ｃ

Ｔ

の
「
海
上
コ
ン
テ
ナ
専

用
タ
ー
ミ
ナ
ル
」
が
４
月
に

完
成
し
た
。
内
陸
で
通
関
業

務
を
担
え
る
海
上
貨
物
の
施

設
は
国
内
初
だ
。
首
都
圏
に

集
ま
っ
て
い
る
国
際
物
流
の

混
雑
を
緩
和
で
き
、
企
業
は

物
流
費
を
減
ら
せ
る
。

　
北
関
東
自
動
車
道
の
太
田

桐
生
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

太
田
市

か
ら
車
で

分

圏
内
で
、
東
京
港

東
京
都

江
東
区

ま
で
１
１
０

、
茨
城
県
の
常
陸
那
珂
港

区
ま
で
は
１
４
０

に
位

置
す
る
。
貨
物
の
中
継
点

イ
ン
ラ
ン
ド
デ
ポ

に
と

ど
ま
ら
ず
、
複
数
の
荷
主
の

荷
物
を
混
載
し
た
り
、
空
コ

ン
テ
ナ
を
輸
出
に
利
用
し
た

り
で
き
る
。
外
国
貨
物
と
し

て
扱
わ
れ
る
た
め
、
港
湾
ま

で
消
費
税
の
免
税
措
置
が
あ

る
。

　
専
用
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
新
設

に
よ
り
、
既
存
施
設
に
空
き

が
生
ま
れ
る
。
環
太
平
洋
連

携
協
定

Ｔ
Ｐ
Ｐ

な
ど
の

貿
易
自
由
化
を
に
ら
ん
で
、

農
産
物
の
輸
出
に
限
定
し
た

「
植
物
防
疫
所
」
を
誘
致
す

る
考
え
も
あ
る
。
貨
物
業
界

は
韓
国
と
の
価
格
競
争
力
に

巻
き
込
ま
れ
、
釜
山
港
に
一

部
の
国
内
貨
物
が
運
ば
れ
て

お
り
、
巻
き
返
し
に
つ
な
が

る
か
注
目
を
集
め
て
い
る
。

　
機
械
加
工
の
基
盤
技
術
で

培
っ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し

て
、
自
社
ブ
ラ
ン
ド
品
の
成

長
を
探
る
の
は
根
本
製
作
所

桐
生
市

だ
。
小
型
歯
車

の
製
造
か
ら
創
業
し
、
現
在

は
減
速
機
を
設
計
か
ら
組
み

立
て
ま
で
一
貫
生
産
す
る
県

内
で
も
珍
し
い
会
社
だ
。
国

内
の
モ
ー
タ
ー
メ
ー
カ
ー
か

ら
１
個
１
個
仕
様
の
違
う
高

精
度
の
案
件
が
舞
い
込
む
。

　
同
社
が
開
発
し
た
自
社
ブ

ラ
ン
ド
品
は
展
示
用
タ
ー
ン

テ
ー
ブ
ル
「
く
る
と
ん

写

真
」
だ
。
機
械
加
工
の
展
示

会
に
参
加
す
る
の
を
機
に

「
自
社
の
減
速
機
を
紹
介
す

る
の
に
あ
っ
た
ら
い
い
な

ぁ
」

根
本
健
一
社
長

と

考
え
て
自
作
し
た
。
す
る

と
、
タ
ー
ン
テ
ー
ブ
ル
が
欲

し
い
と
い
う
意
外
な
反
応
を

受
け
て
商
品
化
を
決
め
た
。

　
こ
れ
ま
で
有
名
デ
ザ
イ
ナ

ー
の
新
作
発
表
会
で
マ
ネ
キ

ン
を
乗
せ
る
た
め
に
採
用
さ

れ
た
ほ
か
、
リ
ー
ス
会
社
へ

の
納
入
も
決
ま
っ
た
。
家
庭

用
コ
ン
セ
ン
ト
で
動
き
、
重

さ
は
１
０
０

ま
で
耐
え

ら
れ
る
。
駆
動
部
の
モ
ー
タ

に
搭
載
す
る
減
速
機
メ
ー
カ

ー
の
技
術
力
が
生
き
た
。

「
ブ
ラ
イ
ダ
ル
フ
ェ
ア
で
ド

レ
ス
を
展
示
で
き
る
の
で
結

婚
式
場
に
も
提
案
し
て
い
き

た
い
」
と
根
本
弘
明
専
務
の

声
が
弾
む
。

官民タッグで成長軌道へ
がん治療、優遇制度…

（ ） 【広告特集】 ２０１３年 平成２５年 １０月３１日 木曜日 　　

藤
岡
市
で
稼
働
を
始
め
た

オ
オ
サ
キ
メ
デ
ィ
カ
ル
の

物
流
セ
ン
タ
ー

　
高
崎
市
は
、
独
自
の
優
遇

制
度
で
企
業
の
成
長
を
促
し

て
い
る
。
市
は
旧
国
鉄
高
崎

操
車
場
跡
地

・
８

を

対
象
に
「
ビ
ジ
ネ
ス
立
地
奨

励
金
」
を
創
設
。
限
度
を
設

け
ず
に
土
地
取
得
費
の

％

を
交
付
し
、
新
た
に
取
得
し

た
土
地
や
建
物
の
固
定
資
産

税
や
上
下
水
道
の
料
金
の
５

年
間
補
助
な
ど
を
盛
り
込
ん

だ
。
手
厚
い
支
援
体
制
に
進

出
企
業
が
相
次
い
で
い
る
。

　
ま
ち
な
か
の
に
ぎ
わ
い
創

出
に
も
熱
心
だ
。

年
度
か

ら
「
ま
ち
な
か
商
店
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
助
成
事
業
補
助
金
」

を
開
始
。
１
０
０
万
円
を
上

限
に
店
舗
改
装
費
用
な
ど
の

半
額
を
助
成
す
る
制
度
だ

が
、
開
始
早
々
に
予
算
枠
を

上
回
り
増
額
を
決
め
た
。
こ

の
制
度
は
店
舗
の
改
装
や
備

品
の
購
入
を
市
内
の
施
行
・

販
売
会
社
に
発
注
す
る
こ
と

が
条
件
。
高
崎
市
を
地
盤
と

す
る
高
崎
信
用
金
庫
の
新
井

久
男
理
事
長
は
「
企
業
の
流

出
防
止
に
歯
止
め
が
か
か

り
、
店
舗
改
装
で
は
融
資
に

も
波
及
効
果
が
あ
る
」
と
し

「
行
政
と
民
間
企
業
が
連
携

し
て
具
体
的
な
知
恵
を
絞
り

な
が
ら
高
崎
の
魅
力
ア
ッ
プ

に
つ
な
げ
た
い
」
と
話
す
。

　
県
外
企
業
の
進
出
が
好
調

な
藤
岡
市
は
７
月
５
日
に
名

古
屋
市
で
企
業
誘
致
セ
ミ
ナ

ー
を
初
め
て
開
い
た
。
医
療

品
製
造
の
オ
オ
サ
キ
メ
デ
ィ

カ
ル

名
古
屋
市
西
区

や
緩
衝
材
製
造
の
和
泉

同
北
区

の
社
長
が
群

馬
県
進
出
の
狙
い
な
ど
を

紹
介
。
ま
た
藤
岡
市
の
新

井
利
明
市
長
ら
が
交
通
ア

ク
セ
ス
の
良
さ
や
リ
ス
ク

分
散
な
ど
の
魅
力
を
ア
ピ

ー
ル
し
た
。
藤
岡
と
名
古

屋
は
高
速
道
路
で
４
時
間

ほ
ど
。
震
災
後
、
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
拠
点
の
必
要
性
が

増
す
中
、
群
馬
、
藤
岡
の

魅
力
を
伝
え
た
。

　
ガ
ー
ゼ
や
脱
脂
綿
、
お
産

キ
ッ
ト
な
ど
を
手
が
け
る
オ

オ
サ
キ
メ
デ
ィ
カ
ル
は

年

４
月
に
同
市
で
関
東
物
流
セ

ン
タ
ー
を
稼
働
し
た
。
南
海

ト
ラ
フ
で
の
大
地
震
が
懸
念

さ
れ
る
中
、
物
流
網
の
整
備

は
そ
の
ま
ま
被
災
リ
ス
ク
の

減
少
に
つ
な
が
る
。
最
大
の

使
命
と
位
置
づ
け
る
「
安
定

供
給
」
が
目
的
だ
。

　
在
庫
や
資
材
の
大
半
が
集

中
す
る
中
部
地
区
の
機
能
を

群
馬
に
分
散
し
て
東
日
本
地

域
へ
の
供
給
拠
点
に
し
た
。

群
馬
は
震
度
４
以
上
の
地
震

は
少
な
く
、
北
関
東
自
動
車

道
の
開
通
や
幹
線
道
路
の
整

備
が
相
次
ぐ
な
ど
利
点
は
多

い
。
さ
ら
に
土
地
の
安
さ
な

ど
も
決
め
手
に
な
っ
た
。

　
尾
瀬
ケ
原
や
豊
富
な
温
泉

な
ど
県
内
屈
指
の
観
光
資
源

を
持
つ
県
北
部
。
人
口
約
３

５
０
０
人
の
川
場
村
で
一
風

変
わ
っ
た
地
域
お
こ
し
が
始

ま
ろ
う
と
し
て
い
る
。

　
「
世
界
中
か
ら
観
光
客
が

集
ま
る
モ
デ
ル
に
し
た

い
」
。
「
水
芭
蕉
」
な
ど
の

銘
柄
で
有
名
な
永
井
酒
造

川
場
村

の
永
井
則
吉
社

長
は
そ
う
構
想
を
披
露
す

る
。

　
参
考
に
す
る
の
は
フ
ラ
ン

ス
の
シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
地
方

だ
。
ワ
イ
ン
の
蔵
や
ぶ
ど
う

農
家
な
ど
地
域
が
連
携
し
て

観
光
客
が
訪
れ
、
ワ
イ
ン
や

地
元
の
文
化
を
楽
し
む
拠
点

に
な
っ
た
。
永
井
社
長
は

「
い
ず
れ
川
場
も
酒
蔵
ツ
ー

リ
ズ
ム
を
中
心
に
観
光
の
拠

点
に
し
た
い
」
と
話
す
。

　

月
中
旬
、
村
の
食
材
や

観
光
資
源
を
発
信
す
る
「
Ｋ

Ａ
Ｗ
Ａ
Ｂ
Ａ
国
際
自
然
文
化

サ
ミ
ッ
ト
２
０
１
３
」
が
開

か
れ
た
。
永
井
社
長
は
地
元

の
酒
蔵
４
社
と
地
ビ
ー
ル
、

ワ
イ
ン
会
社
と
協
力
し
て
試

飲
な
ど
を
企
画
し
て
魅
力
を

紹
介
し
た
。

　
永
井
社
長
は
「
酒
蔵
は
地

域
の
情
報
発
信
地
で
あ
り
、

文
化
の
発
信
地
だ
っ
た
」
と

し
、
「
首
都
圏
を
手
始
め
に

将
来
は
海
外
か
ら
も
誘
客
で

き
る
よ
う
に
川
場
の
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
を
ブ
ラ
ン
ド
化
し

た
い
」
と
意
気
込
む
。


